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はじめに

鹿児島県歴史資料センター君主明館で収蔵してい

る資料は，県内外の方々の積極的な御協力によ

り、現在約6万6千点にのぼっています。

ここに、あらためて皆様の御協力に対し厚くお

礼申し上げます。

当館の資料については、広〈県民や関係者の

方々に活用されることを願って、「美術 ・工芸J. 

「美術 ・工芸(2)j・「文書J. r文書:(2)J. r産業
(l ) J・「産業 (JI)J. r歴史J. r歴史(2lJ
「民俗」 ・「考古J. r総記 ・記録 ・自然jの目録
を発行してまいりました。

本年度は、所蔵品目録第12輯として、文書の部

の第3巻を発行することにしました。この目録に

収められた資料は、近世の日置島津家文書をはじ

め、幕末 ・維新期に活躍した郷土の人々の文書が

中心をなしています。

この目録が、地域の文化向上の一助になれば幸

いです。

平成7年3月

鹿児島県歴史資料センター君主明館

館長井之口恒雄



凡例

1.この日銀は繋明飴が平成 6年12月1日現在で所蔵している文書資料について収録したもので、

谷託品は除いた。

2.資料の並べ方は、原則として年代l阪に行い・、 一括して所蔵しているものについては家ごとにま

とめた。

3.資料の記載は、番号、資料名、数量、摘要、年代、大きさ、受入年 ・方法、台帳番号とした。

4.資料の大きさは、センチメートル単位とし、縦×様を記した。

5.資料写真は、資料の中から適宜に抽出し、解読文をつけた。解説文の漢字はできるだけ当用漢

字に、変体仮名も平仮名に改めた。

なお、目録中の番号につ印のあるものは、資料写真として拘載したものである。

6. この所蔵品目録に記載した以外に「歴史」の部等に分類されている文書もある。
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重
ミ
、
目
出
度
奉
存
候
、
の
難

不
弥
候
、
官
香
五
輩
、
焼
酒

一
壷
致
進
上
之
候
、
誠
補
書
信

計
候
、
猶
期
米
慶
之
時
候
、

誠
位
敬
白
、

玄
完
州
事
I

M
J中
れ
刻
弘々

uti--u

お
り
試
合

久
米
具
志
川
正
予

ht'rト
l
p
'

、
1
9

，J
M
L
V
J
U
F
U
T・
'
iろ
L

行
命
|

正
月
六
日

嶋
津
弾
正
大
弼
椋人
ミ
御
中 朝
重

(花
押
)



4 

J
Q
dげ
仰
げ
d

伊，

m
h
w推
Ze

危
c

'rd
u一〆
?に

注入
J6ふ
る
よ
い
μ，
山
州
い
っ

ノ

Fvw
f
x
d
K
妙
子
弘

、J
み
れ
マ
ゆ
/
み
グ
グ
ぜ
ノ
ら

.... ，. { 
't 

ム に

ぷ
河
川

f
今
'o

)¥ 

酒
井
忠
勝
書
状

(
日
間
島
津
家
文
者

l
三
O
)

(31. OX46. 0) 

嶋
滞
弾
正
様
ま
い
る

j酉

讃
岐
守

~ 

今
日
薩
摩
守
殿
御
仕
合
能
継

目
之
御
礼
被
仰
上
、
就
中

各

も

御

前

へ

被

召

出

、

種

ミ

御
懇
之
上
意
之
組
、
御
満
足

寝
入
存
民
、
乃
均
卸
慌
義
ラ

御
太
刀
一
腰
、
御
馬
代
銀
子
台
枚

御
持
参
、
ぷ
存
候
、
何
茂
重
而

期
面
談
之
節
候
、
恐
さ
謹
言
、

五

月

十

三

日

忠

勝

(

花

押

)
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Livyん
J
6
7
3
e

2trzz民T3??1131u
i;ir-1j2d?;?;M 
!kf j Z えそえタ;:IH;f
μれれ円if マす
ふF73?2?iぷ¥~ 
も51?44;!?ti
t 1f作jiq;229

F
b
hげ切
'
T

ル
グ

3

/
今
l
a
{
七
J

1
J
1
7
4
r
J
h
p
?
L
V
1
 

九

島

津

忠

興

書

状

(
日
置
島
律
家
文
書
|
三
三
)

(36， 5X51. 5) 

事

価
間
以
関
係
よ
り
給
制
附
駒
む

体
数
足
取
ニ
耐
加
剛
山
m一
候
問
、
随
分

4

巣
立
川
町
山
'
紙
、
定

rm岬
岬
川
叩
厳
に
て

一
時
令
時
速
候
、
の

可

kn
錦
織
候
処
二
、
別
而
余
官
汁
候
、
以
上
‘

先
日
荷
伺
公
仕
候
湛
ニ
、

枝
、
、
御
馳
走
誠
以

浜
本
存
候
、
殊
見
事
成

御
品
共
被
下
候
、
随
分

硲
蔵
仕
事
ニ
御
座
候
、

御

次

的

之

刻

御

前

可

然
様
ニ
被
仰
上
候
M

可
被
下
候
、

随
而
昨
日
従
江
戸
為

罷
下
者
御
山
也
候
、
弥
御

静
誠
二
御
剛
一
候
巾
巾
候
、

頃
ぉ
御
気
色
い
か
、
御

座
候
哉
、
承
度
存
候
、
先
日
も

申

候

株

ニ

黄

門

悌

永

ミ

之

御
煩
之
事
御
座
候
問
、

御
家
中
衆
何
も
被
入

御
情
を
候
ハ
て
ハ
と
式
部
殿
も

被
仰
候
問
、
弥
其
御
心
得

専
一
候
、
何
も
追
付
御
礼
二

以
使
可
申
上
候
問
、
其
節

前
端
吋
得
御
意
候
、

恐
由
説
話
、

-10一

右
馬
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興
(
化
押
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弾
正二
大月
弼十
様白
人

ミ
御
中
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通Jイタイゐ巻
二?トえ紺守
TJA安45多
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lを

。
島

津

常

久

書

状

(
日
置
島
津
家
文
骨
|
五
三
)

(35. 5X52. 5) 

従
家
久
同
保

持
訂
作
釦
候
、

外
間
百
悦
ぷ

取
作
航
、
削
川
区
上

万
御
竹
什
能
、

如

駿

河

仰

ド

向

之

通、

一
段
千
秋
均
成

』

'
L
K巴
ニ

しいお
ド
〕
7
J
t
k
、

心

し

↑

γ
'コ

K

コ
-
-
-
J

，dl
h

H

A
』

P
M
q

.
人
御
旅
為
之
様

子
共
ニ
候
、
可
易
御
意
候
、

次
予
太
郎
左
衛
門
尉
之
儀

被

仰

聞
候
、
誠
ニ

不
慮
之
儀
共
ニ
候
、
其

以
後
惜
上
隠
密
に

日
刊
ミ
巾
放
し
候
之
州
、

示
候
、

山
た
ち
な
と
之
傾
ニ
初
ハ

有
問
敷
候
由
申
娘
二

侍
承
候
、
是
又
無
心

一冗
出
合
ニ
候
、

H

片
側
側
も

罷
通
見
市
候
、
パ
d
U
仇

四
つ
、
乃
内
に
て
候
と
日比
え

申
候
、
杭
近
く
候
条
可

龍
成
了
簡
も
無
之
林
ニ
て

事
U

起
こ
子
菜
、
守
一
郎

F
T-ザ
f
'世
ル

O

H

h

下

回

者

一

す

ち

御

札

明

を
も
可
被
仰
付
候
、
其
時

分
ニ
ハ
何
分
ニ
可
有
御
座

候
之
哉
、
当
時
ハ
世
上
も

可
相
知
様
ニ
ハ
不
承
博
候
、

此

由

可

然

可

被

上

聞

候
、
拍
可
巾
上
候
、
恐
ミ
間
君
、

ド
捻

hr

仲

秋

拾

五

日

常

久

伊
勢
兵
部
少
納
殿

-11ー
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押
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一
諸
人
見
及
候
者

、
前
代
ニ
者
不
入
女
房
衆
を

多
被
召
盤
、
愛
か
し
こ
の
御
作
事
女
房
衆
之

衣
裳
等
を
結
構
ニ
被
仰
付
御
物
入
候
つ
る
、
子
今
ハ

御
小
性
衆
、
御
厩
、
御
船
手
ニ
御
物
入
申
白
取
沙

汰
候
、
何
人
。
も
御
当
代
ニ
ハ
御
借
銀
滅
可

申
と
皆
ミ
存
候
虞
ニ
、
是
も
相
違
仕
来
、

年
之
暮
来
ミ
年
ニ
ハ
半
分
上
地
円
ー
し
出
物
か

何
れ
共
諸
上
柿
可
申
儀
を
被
仰
山
候
ハ
て
者

叶
申
問
敷
候
、
扶
…
時
帝
国
民
之
限
者
第
一

御
主
人
、
第
二
ニ
家
老
衆
ニ
こ
そ
む
け

‘
|
|
]
申
候
、

其
時
者
色
ミ
の
事
を
指
ニ
折
立
、
人
民
述
懐

可
仕
候
、
左
候
品
川
其
つ
か
れ
ハ
致
本
復
問
敷
候
、
於
其

儀
un

御
閥
之
行
末

一
大
事
ニ
存
候
、
条
ミ

簡
出
ハ
ぃ
之
銅

λ
巨
と
簡
生
一
川
竹
之
銑
W
A
E

増
減
之
算
用
密
ミ
ニ
急
度
被
仰
付
候
へ
か
し
と

存
候
、
被
御
覧
届
、
老
中
衆
之
手
前
二
お
こ
た
り
も

候
ハ
、
其
段
被
仰
出
、
御
前
ニ
御
入
目
多
候
ハ
、

御
用
捨
可
為
此
時
候
事
、

一
被
仰
出
候
儀
、
従
老
中
被
申
出
儀
、
諸
役
人

公
用
ニ
付
而
老
中
衆
へ
尋
申
儀
、
諸
上
白

分
之
申
分
、
右
段
、
、
可
省
之
哉
之
事
、

-12-



島

津

久

慶

草

案

(
日
置
島
津
家
文
書
|
七
三
)

タ
'h

r

芝

¥ム
?
?
‘
?
、
対
意

ずらゐ
U
'q
j
f
判
安
全
品
河
川
叫
ん
'
司

u
dh
十
内
p
d
p
M
K
h
J
Y
V
対
応
金
℃

夕
、
広
札

WTaι2iMOLM遭
事
A

-

b

円

h
If
iず
W
4
A
y--

i
，

b
'
i
J
lhl守
、

，志
向
!

?
り
向
14¥十
今
安
川

ムダ

ーす汁

}

μ

a

a

R
Y
E
-

-ぷ・
4MUωJ
1
7
q

イ
f
J
け

ww附
院
院
げ
引
U11h

h

，f
i
l
ム
J
{
¥》
.
J
F九
・

吋

I

』

-
U
C
み
が
ん
め

?
?
?
3
f
中

二
日
行
μ
3
0ん
命
令
Y
L
，

」

:
め
い
j
Lゑ
wel山
v
f
wか
A
h
T
J
K

会
夕
、¥
?
似
し

{rzJj川
w
f
irι
…

rμi
yvL労
t
ijγγ
一，
一

z
i
gふ
j
h

あ仰い
丸
件
彩卒
、
一

ψ
M
U汐

rvら
，づい
b

わ
ゆ
川
引

w
b
μ
bJ紗
t

-

zt・パハ
ケ

ψ
v
f
diJ

-
答
弁
Ji
瞬
ω川、ザ
り

f
u
V
4
fは

n
O
J貌
d

z
qaj
々
み
(
-
h
d!

(35. 5X 159.0) 

党

一
申
請
人
之
心
ま
ち
/
¥
ニ
有
之
哉
之
事
、

一
今
度
於
江
戸
有
御
方
へ
御
内
局
被
仰
入
之
由
候
、

自
然
之
時
御
軍
役
定
之
ド
、
付
、
急
速
之

時
り
闘
成
時
と
両
保
ニ
可
被
定

寸

」

事、

一
布
州
ま
き
れ
か
ま
し
き
引
多
ミ
御
原
一
候

仁ゐ・

r
-
r
b

、

'』
，F
.

4

，k

，a』

.
品
川
道
す
た
り
可
申
と
見
得
申
候
、
な
け

p

f

、定
匹、

J
λ

l
l

〈

L
H
L
Y

一
主
中
衆
心
持
を
も
可
被
開
召
事
、

御
連
技
様
達
御
心
持
之
事
、

↑
御
行
儀
に
て
御
家
中
を
御
し
め
置
可
被
成

条
ミ
被
仰
出
候
、
御
し
め
可
被
成
条
ミ
以
御
情

お
な
つ
け
可
被
成
条
も
可
省
之
哉
之
事
、

一
川
被

仰
山
事
ハ
、
殿
線
御
行
儀
ニ
相
当
之

御
法
度
を
被
仰
山
、
御
行
俄
ニ
不
相
当
之
俄
行

少
御
用
抗
可
被
成
故
之
叩
、

一
近
午
何
回
風
伽
…
心
一冗
慌
多
ミ

[
|
川
]

.
吋
被
成
御
敬
吋
節
か
と
存
候
条
ミ
之
官
、
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tg 

材
料

ダ
②
;
会

没ル、
4F
砂
怠げれ句

必
読
吹
か
かd伊

B
F

F

，p
フ

r
h

一

、/?っ(初』凶
V
，会
一

長山「パ
h
m
N案

奥
羽
鎮
撫
総
督
府
通
達

(
橋
口
家
文
書
i
五
三
)

川は

，
aa、

.il---j

h
川
町
制
』
門
リ
和
制
中
小

犠
口
次
郎

右
之
通
巾
付
候
条
、

述
ニ
札
内
港
ho

進
船
攻
撃

い
た
し
候
様
、

也
明
日

、
f
H
M
hリ

j

育

，

J

サ
改
良
HP

、

1

2
当

，a
1
3

官
民
ハ
月

九、
4
H
J

可叫

E内

同
H
y
eJ
J
q
恥
M
N
H
刷
れ
印

2
1同
hF
U
'

徳
官
府

口

-14一
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A
M仰
い

2
角
ゐ
4
命
令
uqり

?
?
ラ
y
d
¥

，
L
パ

り
ん
凶
リ

d
'々
九グ
ゴ
げ
nn

吟

乞

勢
/
地
約
九
W
，孝
一体

ゴ要。
Z
2
Z
A

大

山

巌

呼

出

状

(
伊
東
家
文
占
|
六
五
)

(16. OX28. 0) 

御
用
候
条
、
明
十
五
日

午
前
第
十
時
出
省
可

有
之
候
也
、

明
治
八
年
三
月
十
四
日

陸

軍

少

輔

大

山

巌

十
三
等
出
仕
伊
東
猛
助
殿

-15 -



J

川
被
ド
供
、
日
限
れ
ノ
川
耶
ハ
他
市
ニ
も
術
…
之
、

w
H
府
仕
江

物
一
何
人
。
小
川
1

服
代
中
部
位
ト
ノ
コ
ト
中
米
候
、
右
将
自
民

度
、
、
吋
払
引
合
参
リ
候
所
、
先
方
決
品
川
無
之
旨
申

開
候
問
、
例
ノ
通
リ
田
中
預
ケ
金
ニ
而
払
消
之
事
と

心
何
M
W
古

ιノ
コ
ト
ニ
候
、
甚
不
都
合
之
次
第
二
付
、
早
ミ

同
人
人
。
仕
L
A
u
m
h
H

始
末
巾
問
、
払
k
H

ノ
共
巾
遣
し
候
事
ニ
候
、

.
吋
成
法
ニ
御
波
し
依
制
巾
航
、
け
ト
ミ
州
此
紋
也
、

一二

月
什
凹

H

らリ
M
W
殿

+見
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四

岩
倉
具
視
書
簡

(
寺
向
ん
が
則
文
書
l

九
)

弘司

vpゑ
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?'4多
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え
み

ゆえ・

1
?のι
h
J

判
秒
バ
M
P
U
弘
句
協
や

必
え
‘
』
$
6
4
巴ち
々
タ
ふ
帰
第
イ
ly
む
も

J62?
か
乏
的
一
軍
什
/
ん
九
F
F
S
F
今，
o
o
b

，木戸
へん

2
7
2
γ
2之
け
っ

か必
1
9
A
/

湯
池
!
?
t
J均
了
?
?
弘
沈
，
ヲ
j

e;入、
j
i
t弘
切
ら
/ド

Z
下
お
め
ヲ
オ
4
PU伊
?
j
L

j
必
門
!'a吋

E
?レ
?
?
ふ
え
[
ん
ザ
か
み
・

3
d
m
w
・1古川、

わた
4
速
湾
什
j
s
Z
A
R
f
ト身

JZ
5

リ

A
Fa
タマ一乏句、

zm!‘h
i
G
~
/
ゐ
I
品
川
ψ

峰，
pag

ら
家
紋
・1
場
‘
手
ぞ
イ
与
j
fサ

/
7好
t

h
子下小;

沼汚沖
?tわ々
り，白げ伊

FF，イ争秒めム
{iι
仲
/
包
形
そ
レ
ぜ
/
ザ
bり

Jν』

づ
μ
H
M従A偽j
F
F
長
6
ゐ

4
7イリ
匂
陣
，

A
.
5
4
9
6
I
J

ザマ
4
Jち
Z々
へ

F
?
Z
4
2
b状・
1
4

JJ7zi'境
作
-AJノゑ
V
千

ι，が
iJrrz'Yむ

を
必
3叫
w-ea勺的}込?・

5ゑ
ん
す
と

，

N
弘
か
か
'
Y
-?
A
ママ
・ι
σ
vキ
tp
g
Mけ
小
/
、

2
8e (20. OX25. 5) 

弥
御
山
栄
欣
快
…

ι単
一
一
行
主
側
壮
他
、
乍
仰

御
放
慮
可
給
候
、
御
別
袖
後
仏
、
口
、
前
予
都
合

能
速
ニ
相
一
連
ヒ
、
当
時
字
国
滞
在
中
ニ
候
、

H
・品も

米
ル
け
八
日
発
途
魯
行
心
得
ニ
候
、
定
附
御
本
知

本
一
戸
、
小
人
久
時
両
卿
被

件
ヨ
リ
侃
例
之
が
ニ
決
シ
候
、
千
細
ハ
鮫
嶋
ヨ
リ

可
申
入
と
が
候
、
就
-
ハ
足
下
鮫
肌
本
凶
江
御
申
立

l
，

.
a
4・
、
失
目
、
七
ヒ
F

-
支

之
件
、
再
ヒ
発
シ
巾
拍
耕
と
引
去
A

H

P

H

H

一
F

百
返
候
ニ
付
魯
迄
ハ
同
行
、

差
急
迅
速
順
行
、

四
五
両
月
ニ
ハ
践
リ
各
国
間
勤
、

-17ー

六
月
ニ
ハ
帰
途
ニ
趣
キ
候
覚
悟
ニ
候
、

一
即
窓
取
倣
ニ
而
妹
二
字
国
ハ
了
時
ノ
コ
ト
ニ
候
、

今
日
迄
ノ
尉
ミ
何
レ
も

民
ん
柳
之

拠
地
北
も
い
慨
…
之
候
問
御
安
心
吋
給
候
、
扱
不
気
候
英
国

殊
ニ
半
、
自
御
在
勤
如
何
と
御
集
シ
巾
候
所
、
軍
一
，
m

〉

凪
mμ

r
L
 

御
壮
健
ノ
由
恐
悦
此
事
ニ
存
候
、

、
{
九
「
H

バ1
判
例
刻
t
l

作川伊

世
話
ニ
存
候
、
尚
宜
敷
乍
御
面
働
此
書
状
之
通

同
人
江
早
ミ
御
侍
之
事
御
下
知
願
存
候
、

り
外
ニ
元
従
者

定
封
切
H

学
日
賢
一
兵
肋
…
比
二
油
国
ア
ミ
御
博
頼
入
候
、

j
1
1
4
!
11

11
 

若
シ

十
に
託
子
j
h
u
U
A仮
ハ
、
、
一
二
宮
戎
ハ
・
百
洋
得
ノ
中
口
付
御
博

J
1ド
F
h
J
J
1
7

ad
d
-
d



一
五

内

田

政

風

書

簡

(
寺
島
宗
則
文
書
|
一
一
一
)

め
t
y
d
??
片
‘す
-A
，F
y

う

丸

i

×
 

zt全
う
の
7
叩
ムマ、各
島
白
川

デ
句
会
、ノ診
勺
ι
't
ゆ

3
MWC

t
s

J

て
-
刈
/
今

e
E
Z免

t
i、

hr
・ム
乙
句
-E
J
ゑ
G
t
ofd川
代

ト
マ

ゆ

1
め叫
h
吻

M
V

判
渇
f
h
v』

今
る
お
も
E
vケ
3
1
山
代
句
仏

三
、
/‘.勺弘、

λvaa3fv
-フ
久
JV
3
fわ

b
h
与丸
、
?
?/1
L
7司

A

。7
、
ど
ζ
私
/〆
7
n
-
(
τ》
ιいて

、
，
V
-
J
-4

、，
J

L

JL

d

秒
"句
工

4
六
7・
d'bゆ

で
-

主
〈
含
み
ふ
か
ベ

-
A作pr

47
9
hマ
ベ
{

A
V
A
v
d市
u
l
v

捕
、
、
御
文
相
は
明
日
返
上
可
仕
候
也
、

過
日
は
参

k
御
邪
ほ
申
よ
候
、
岡
市
木
倍

御
川
川
適
ん
巾
枇
れ
伎
、
今
日
銀
行
山
知

H
ニ
尚

一一一
時
過
地
州
航
唱
部
怜
被
下
候
旨
ニ
姉
、

則
打
比
仕
候
山
鳩
'
仰
恕
怖
感
岨
畑
仕
候
、

い
ウ
れ
別
け
御
邸
バ
山
頭
形
行
中
上
候
ハ
、

刊
句
作
見
.リ
岐
均
配

UJU喰
仕
徒
、

i
-
Al
-

-
J
A
i
-
d
l
{
 

御
暇
相
分
候
ハ
ミ
御
発
送
可
仕
候
、
比
内

部
容
中
上
限
度
如
此
御
座
候
、
昨
日
行

内
閣
小
交
迭
相
成
候
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動
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且
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仕
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仰
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憤
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uハ
ム
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共
公
使
出
省
、

政
府
人
σ
氾
伝
到
来
、
日
本
政

府
如
水
之
義
海
関
税

棺
ヲ
白
山

ニ
ス
ル

主
義
ナ
ル
カ

の
川
ナ
リ
、
の
テ
A
I
初
上
貯

公
使
へ
地
ハ
シ
タ
ル
略
意
即

ぷ
悦
最
山
知
之
約
束

之
外
之
を

3
・

n
ニ
持
シ
支

旨
答
此
候
、
尚
明
朝
十

時
半
比
パ

l
ク
ス
出
省
御
面
悟
を

望
候
付
、
御
差
支
ア
ラ
ハ
其

旨
更
ニ
可
通
知
、
ナ
ケ
レ
ハ

同
刻
可
参
省
ト
巾

間
候
問
、
御
善
文
ト
伺
之
候
ハ
、

御
返
事
吋
被
下
候
、
制
首
、

一一

川
廿

一
日

外
務
削
殿

本
[五l
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間
仕
候
濯
も
御
座
候
問
、

託
他
相
断
置
申
候
、

何
卒
半
、
、
不
二
麿

よ
り
申
上
官
一
候
透
御
直

談
相
願
候
、
先
ハ

為
其
草
ミ
畝
首
、

二
月
十

一
円

二
氏
満
期
ニ
付

一

白
一
政
府
よ
り
之
直
保

約
二
相
成
居
候
次
第

を
一
断
絶
い
た
し
、

新
規
に
文
部
省

ニ
お
ゐ
て
己
後
之

保
約
相
結
候
都
合

ニ
付
而
ハ
、
日
本
政
府
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円，
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之
法
を
以
己
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其
省
ミ
ミ
之
長
よ
り

結
約
い
た
し
候
次
第
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外
務
よ
り
字
公
使
へ
も

分
明
ニ
相
通
し
置

候
方
御
気
付
も
御
座

候
通
、
実
ニ
可
然
事

と
泰
存
候
問
、
御
序

之
節
直
ニ
寺
嶋

へ
得
と
御
談
し
被
成

置
候
ハ
、
一
段
と

奉
存
候
、
依
而
此
段

申
上
候
、
ル
早
ミ
頓
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先
以
御
消
栄

ポ
賀
候
、
さ
て
は

字
医
ホ
フ
マ
ン
、
ミ
ル
レ
ル

一
条
い
細
田
中

不
一
-
麿
よ
り
申
上
候
由
、

御
多
務
之
際
陸

後
γ

恐
入
院
川
一
ザ
仲
代
、

ル
ル
独
公
使
ま
で

其
次
第
御
直
談

早
注
相
願
候
庭
、

今
月
中
二
本
国
へ

否
申
越
候
都
合
も

御
座
候
由
一
刷
、
彼
よ
り

逆
寄
せ
ニ
催
促

ニ
領
り
候
而
は
些
一
工
合

之
不
宜
濯
も
御
座
候

ニ
付
、
御
催
促
申
上
候
、

じ
に
先
日
よ
り
独
公
使
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ノ
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リ
居

全
国
黙
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ヘ
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之
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互
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旧

事
ノ
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憤
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ル
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抑 :ヲ
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能ン
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ス
Jレ
モ
ノ
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ノ
所
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以
テ
ス
レ
ハ
布
之
如
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協
力
ヲ
頼
マ
サ
レ
ハ
不
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就
術
釘
明
十
七
日

。昔井よ
参大り
議久的
悉保津
正、左
院大大
江限臣
出、公

イt伊
藤

ト
伺
之
候
械
至
急
御
達
布
之
度

ト
挙
願
候
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若
明
円
ヨ
リ
有

一
同
出
仕

無
之
ニ
於
テ
ハ
宗
則

ニ
於
テ
ハ
連
モ
外
務
卿

之
職
を
尽
得
不
申
候
ニ
付
、

明
日
よ
り
出
仕
不
相
成
候
時
者
辞

職
相
願
候
よ
り
外
無
之
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何
卒

今
日
中
右
御
模
様

相
伺
度
奉
存
候
、
謹
申
、
寺
島
宗
則

六
月
十
六
日

三
条
太
政
大
臣
殿

話明 二
無目白
之者

候是内

暫非地
口英旅

f弗行
へ之
御事
内

益
我
ニ

害
を
重
ネ
可
申
、
是
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の
4
内
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ハ
従
来
重
任
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ノ

所
見
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以
テ
協
力
ス
ル
ニ

非
サ
レ
ハ
不
能
義
と
奉
存
候

問
、
明
日
者
是
非
前
諸
官

出
仕
井
両
公
使

江

御
内
話
御
取
計
可
被
下
候
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昨
日
英
公
使
出
省
、
巡
査

之
事
、
り
生
亨
之
事
、
其
外

工
部
諸
省
関
係
之

事
件
氾
滞

頒
ニ
催
促
申
出
候
、

巡
査
底
分
ニ
付
而
者
交
際
上
ニ

関
す
る
律
不
整
、

今
十
日
持
品
廷
内
庁
主
入
」

申
入
兼
候
趣
相
答
候
嵯
、

既
ニ
四
十
日
前
よ
り
大
略

何
程
之
罰
と
云

事
御
見
込
相
立
、
新
律

御
評
議
あ
る
へ
き
筈
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今
俄
ニ
之
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し
て
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す
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を
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不
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日
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事
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所
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迫
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又
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又
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度
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内
地
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行
願
之
外
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右
両
件
は
我
よ
り
謝
罪

有
無
切
迫
之
事
件
ニ
有
之
、

其
他
之
訴
訟
英
ニ

十
余
件
、
他
之
各
国
ニ

過
多
省
之
、
連
も
此
迄

通
之
体
裁
ニ
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者
政
府

怠
慢
之
責
難
遁
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我
国
律
ニ
従
ハ
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外
国
人
ト
交
ハ
ル
ニ
ハ
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